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『統計的探究プロセスを
単元学習に取り入れた授業実践』

～地域住民の意識調査から見えてきた未来の町作りへの提言～



丹波市



鴨庄地域の特色

山に囲まれた自然豊かな環境

心が穏やかになる田園風景

水がきれいでおいしいお米がとれる



鴨庄小学校の特色

児童は素直でおだやか

全校児童数は、５４名

学年関係なく仲良く遊べる



統計的思考を高める目標

①統計の基礎的な概念や知識・技能の習得
表やグラフづくりなど統計処理を習得させる。

② 統計的思考力・問題解決力の育成
グラフやデータをよむ力をつける。
データに基づいて自分の考えを持ち、発表することで思考
力・表現力をつける。

③ 統計的探究力の育成
「問題解決のために統計的手法（とらえる・あつめる・ま
とめる・よみとる・いかす）」
を体験を通して身につけさせる。またデータに基づいて予
測や推測をしたり、判断したりしようとする態度を養う。

自ら考え、学び合う鴨庄っ子の育成
～統計的思考を高める授業作りを通して～



統計的思考について

大量のデータ（情報）の中から、適切な情報
を選択し、分析し、特徴をつかみ、意思決定
をしたり、なにか新しいアイデアを考えたり
する力（統計的思考力）

統計的探究プロセス（とらえる→あつめる→
まとめる→よみとる→いかす）を活用した学
習活動を展開する中で育成される

統計的思考を高める授業作り



課題設定

個人思考

集団思考

振り返り

とらえる

•何が課題になっているか、どこに疑問があるの

かを正確に絞り込む

あつめる

•課題解決のための調査をはじめ、数値を中心と

した正確なデータを集める

まとめる
・集めたデータや資料の特性、傾向、規則性など

を分かりやすくまとめ、表やグラフに表す

よみとる
・まとめたものから、事実や実態、その背後にある本当の姿、

原因を考え、傾向や規則性を追求することで結論を得る

いかす ・得られた結論を次の新たな課題解決のために活用する

課題設定

収集・選
択・判断

処理・表
現

伝達・
創造

統計的探究プロセス

統計的思考を高める授業作り



授業実践 6年生 「資料の調べ方」



授業実践 ⑦ 6年生 「資料の調べ方」

少子高齢化になって、年
少人口が減っている。

老年人口が3倍、6倍と増えている。

年少人口は3分の１くら
いになっている。



統計的思考を高める授業作り

とらえ
る

あつめ
る

まとめ
る

よみとよみと
る

いかす

•丹波市の人口は今後どうなるかを予測し、何が課題になっていくの

かを考えていくという見通しを持つ。

・丹波市の30年ごとの男女別、年齢別人口の柱状グラフを作成してお

く。

・丹波市の２040年の推定人口の柱状グラフをまとめておく。

・グラフを見てどんなことが言えるかを話し合い、丹波市の現状から、

課題を考え、解決策を見出す。

・丹波市の人口が減っていくと、何が困るのかを考える。鴨庄地域の

現状をもっと調べようという新たな課題を持つ。

統計的探究プロセスに即した6年生の実践

６年生算数科「資料の調べ方」



2,361

2,683

2,793

2,158

1,403

1,909

2,401

2,843

2,300

2,151

2,472

2,818

2,108

1,607

1,421

1,120

607

296

 0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～８９

以上

男

2,312

2,576

2,803

2,055

1,636

2,005

2,330

2,735

2,322

2,247

2,759

2,916

2,754

2,135

2,003

1,527

980

557

 0  500  1,000  1,500  2,000  2,500  3,000

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～８９

以上

女

年少人口１５５２８

生産年齢人口４６３２２

老年人口 １２２５３

1,273

1,355

1,641

1,464

1,091

1,430

1,580

1,917

2,019

1,771

1,796

2,077

2,408

2,726

2,027

1,591

1,350

871

406

 0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～８９

９０～９４

以上

男

1,240

1,336

1,507

1,637

1,074

1,281

1,519

1,769

2,012

1,882

1,931

2,221

2,482

2,762

2,253

1,977

2,106

1,660

1,218

 0  500  1,000  1,500  2,000  2,500  3,000

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～８９

９０～９４

以上

女

年少人口８３５２

生産年齢人口３５３６１

老年人口 ２０９４７

3,696

4,384

5,158

4,298

3,782

3,782

3,439

2,579

2,063

2,063

1,891

1,633

1,289

946

602

344

172

86

 0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500 5,000

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

以上

男

3,524

4,126

4,986

4,212

3,863

3,782

3,439

3,009

2,493

2,321

1,977

1,719

1,375

1,032

774

516

258

86

 0  500  1,000  1,500  2,000  2,500  3,000  3,500  4,000  4,500  5,000

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

以上

女

年少人口 ２５８７４

生産年齢人口 ５５２７３

老年人口 ４８１６

丹波市の人口の移り変わりを見て、気づいたことをまとめよう。

1955年 1985年 2015年

気づいたこと
・総人口が1万人ずつ減っている。
・老年人口が増えている。
・年少人口が9000人減り、3分の１になっている。
・20～24歳の若い人が減っている。
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統計的思考を高める授業作り

とらえ
る

あつめ
る

まとめ
る

よみとよみと
る

いかす

•「わたしたちの『鴨庄』の未来をプレゼンテーションで提案しよ

う。」と課題設定する。鴨庄地域をさらによくするための提案を、

地域で発表するという学習の見通しを持つ。

・地域住民の年齢別人口の概要と、地域に対する思いを知るために全

戸を対象にアンケート調査を依頼する。

・回収したアンケートを表やグラフにまとめたり、地域の人の思いを

読んで感じたことをまとめたりする。

・地域住民の意識アンケート結果を分析する。年齢別人口の現状と課題

を把握し、地域の人が考えている課題と願いから解決方法や自分たち

にできることを考える。

・地域の未来を描き、自分たちにできることを話し合う。まとめたこ
とをプレゼンテーションにして、地域のシンポジウムで発信する。

統計的探究プロセスに即した6年生の実践

６年生国語科「町の幸福論」



授業実践

アンケート項目
・家族の年代別構成
・同居している家族の年代
・鴨庄地域の好きなところ
（人柄、自然、歴史、文化伝統など）
・もっとよくなってほしいところ



２人暮らしの方は６０才以上の方が多いのでお
年よりの方の生活が心配です。

家族の人数

・２人で住んでいる家庭が６２家庭
３０％で最も多い。

・２人の家庭が多いことから、
子供が少ないということが分か

る。
・８人、７人、６人の家庭が子どもの
いる家庭だと思う。

授業実践

アンケートをもとに児童が作成したスライド



授業実践

アンケートをもとに児童が作成したスライド



授業実践

アンケートをもとに児童が作成したスライド



授業実践 児童の学習活動場面

ペアトーク

全体交流

トリオトーク



地域に発信

児童が地域の未来について提案



地域に発信

児童が地域の人とワークショップ







自ら考え、学び合う鴨庄っ子の育成
～統計的思考を高める授業作りを通して～

成果
学年の発達段階時応じて、グラフや表などを読み取る力がついてきた。

(統計的知識・技能)

6年生の実践の成果

地域住民の意識調査というデータから人口の推移の傾向を読み取ったり、今後の地域の
様子を予測することができた。さらに、主体的・継続的に学習に取り組み、地域の未来
についての課題解決方法を考えることができた。

グラフから類推できる多様な考えを持てるようになってきた。(統計的思考力)

データに基づいて自分の考えを持ち、解決方法を考えることができるように
なってきた。 (統計的思考力・判断力)

地域の人たちのアンケートから「地域を誇りに思い、将来にわたって鴨庄地域を元気づ
けてほしい」という願いや励ましのメッセージにふれることにより、ふるさとを愛し大
切にしたいという思いを育てることができた。




